
鶴
岡
市
農
業
委
員
選
挙

が
６
日
告
示
さ
れ
、
８
選

挙
区
全
て
で
立
候
補
者
が

定
数
通
り
と
な
り
、

人
37

全
員
が
無
投
票
当
選
と
な

り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
第
３

選
挙
区
（
大
山
・
西
郷
・

湯
野
浜
・
加
茂
）
で
新
人

の
荻
原
優
太
氏
（

＝
米

30

出
）
が
当
選
、
５
期

年
15

間
務
め
て
き
た
菅
井
巌
氏

（
鶴
岡
市
議
）
か
ら
の
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
を
果
た
し
ま

し
た
。

「
次
世
代
を
担
う
覚
悟

で
頑
張
る
」
と
訴
え

荻
原
氏
は
立
候
補
届
出

後
、
地
元
で
第
一
声
を
行

い
、
町
内
の
方
か
ら
「
頑

張
れ
よ
」
と
激
励
を
受
け

て
街
頭
宣
伝
に
出
発
。
そ

の
後
、
菅
井
市
議
と
地
元

党
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
選
挙
区
内
の
集
落
を

夕
方
ま
で
回
り
ま
し
た
。

荻
原
氏
は
「
い
ま
農
業

を
続
け
た
く
て
も
続
け
ら

れ
な
い
状
況
だ
。
農
家
の

願
い
や
思
い
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
学
び
合
い
、
助
け

合
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
行

動
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
述

べ
、
「
農
業
こ
そ
が
地
域

の
発
展
を
支
え
る
中
心
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
大
変
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
自
分
た
ち
で
考
え

行
動
す
る
こ
と
が
必
要
。

次
世
代
を
担
う
覚
悟
を
持

っ
て
頑
張
っ
て
ゆ
き
た

い
」
と
決
意
を
訴
え
ま
し

た
。

安
倍
「
農
業
改
革
」
に
ス

ト
ッ
プ
を

農
業
委
員
会
は
独
立
し

た
行
政
機
関
と
し
て
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
農
地

の
適
正
な
移
動
や
転
用
を

す
す
め
る
「
農
地
の
番

人
」
、
そ
し
て
農
業
振
興

な
ど
を
建
議
書
・
要
望
書

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
行

政
機
関
に
提
出
す
る
権
利

を
持
つ
「
農
民
の
議
会
」

で
す
。

「
米
作
っ
て
飯
が
食
え

な
い
」と
い
う
米
価
暴
落
、

地
域
経
済
を
丸
ご
と
崩
壊

さ
せ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
そ
し
て

戦
後
農
政
の
総
決
算
と
も

言
え
る
、
農
協
、
農
業
委

員
会
の
解
体
攻
撃
や
企
業

の
農
地
取
得
な
ど
、
「
財

界
言
い
な
り
」
の
安
倍
政

権
の
暴
走
に
、
な
ん
と
し

て
も
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

荻
原
優
太
氏
は
、
農
業

に
対
し
て
熱
い
意
欲
を
持

ち
、
若
さ
と
ガ
ッ
ツ
あ
ふ

れ
る
地
域
の
貴
重
な
農
業

後
継
者
で
す
。
ぜ
ひ
と
も

皆
さ
ん
か
ら
、
活
動
へ
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

政策と決意を訴える荻原優太氏（右）と菅井市議（６日）

「
介
護
の
日
」
に
訴
え
る

要
性
に
見
合
っ
た
給
料
に
な
っ
て
い
な

い
。
こ
の
仕
事
に
関
わ
る
者
と
し
て
、

月

日
（
火
）
は
、「
介
護
の
日
」

実
態
を
社
会
に
知
ら
せ
て
い
か
な
け
れ

11

11

で
し
た
。
「
介
護
に
つ
い
て
理
解
と
認

ば
な
ら
な
い
と
思
う
」

識
を
深
め
、
介
護
従
事
者
、
利
用
者
、

求
め
ら
れ
る
国
・
県
の
施
策

家
族
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者

厚
労
省
は
、

年
に
「
改
正
・
福
祉

07

の
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
し
、
介
護

人
材
確
保
指
針
」を
策
定
し
ま
し
た
が
、

に
関
し
て
、
国
民
に
知
ら
せ
る
日
」（
筆

人
材
確
保
の
た
め
の
実
効
性
あ
る
方
策

者
要
約
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

庄
内
医
療
生
協
と
山
形
虹
の
会
の
皆

そ
れ
ど
こ
ろ
か
来
春
に
は
、
医
療
・

さ
ん
が
こ
ぴ
あ
で
お
こ
な
っ
た
宣
伝
・

介
護
総
合
改
悪
法
を
施
行
し
て
、
サ
ー

署
名
行
動
に
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

ビ
ス
縮
減
と
負
担
増
を
狙
っ
て
い
ま

行
動
の
合
間
に
職
員
の
方
々
の
お
話
を

す
。

聞
い
て
み
ま
し
た
。

一
方
、
山
形
県
で
は
介
護
職
員
サ
ポ

介
護
労
働
者
の
声

ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
、
効
果
は
明

代
女
性
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
勤

確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雇
用
環
境
改

30
続

年
。
「
祖
父
母
の
介
護
を
き
っ
か

善
へ
の
問
題
意
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

13
け
に
ヘ
ル
パ
ー
講
習
を
受
け
、
介
護
の

全
産
業
の
中
で
も
最
も
低
い
も
の
と

道
に
入
っ
た
。仕
事
は
一
日
中
忙
し
く
、

な
っ
て
い
る
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善

も
う
少
し
ゆ
と
り
も
も
っ
て
、
利
用
者

は
、
労
働
組
合
の
仕
事
を
し
て
い
た
時

さ
ん
が
何
を
求
め
て
い
る
か
聞
い
て
あ

か
ら
の
私
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
現
場
で

げ
た
い
」。

頑
張
る
皆
さ
ん
の
声
に
応
え
る
た
め
に

歳
男
性
、
勤
続
８
年
、
デ
イ
サ
ー

県
政
の
場
で
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

38
ビ
ス
。
「
高
い
理
想
が
あ
る
の
に
、
現

と
決
意
し
て
い
ま
す
。

実
は
か
け
は
な
れ
て
い
る
。
仕
事
の
重



鶴
岡
市
は
公
共
下
水
道

及
び
集
落
排
水
、
浄
化
槽

事
業
に
つ
い
て
、
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
「
地
方

公
営
企
業
法
」
の
全
部
適

用
を
行
う
方
針
で
、
関
連

議
案
を

月
議
会
に
提
案

12

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

国
が
企
業
会
計
へ
の
移

行
を
推
進

鶴
岡
市
は
現
在
、
下
水

道
事
業
は
地
方
公
営
企
業

法
を
適
用
し
な
い
「
官
庁

会
計
方
式
」
を
採
用
し
て

い
ま
す
が
、
国
が
下

水
道
事
業
（
人
口
３

万
人
以
上
の
団
体
）

は
平
成

年
度
ま
で

32

公
営
企
業
会
計
へ
移

行
す
る
よ
う
推
進
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、

法
適
用
を
進
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

法
適
用
の
効
果
と

し
て
、

①
企
業
会
計
方
式
に
よ

り
、
経
営
成
績
や
財
政
状

況
が
明
確
に
な
る
こ
と
、

②
発
生
主
義
の
採
用
に

よ
り
、
減
価
償
却
費
を
含

め
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

（
総
括
原
価
）
に
対
応
す

る
利
用
者
負
担
が
算
定
で

き
る
こ
と
、

③
固
定
資
産
台
帳
が
整

備
さ
れ
、
計
画
的
な
維
持

管
理
及
び
改
築
更
新
（
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

が
可
能
と
な
る
な
ど
と
説

明
し
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
は
平
成

年
度

25

か
ら
上
水
道
と
下
水
道
が

統
合
し
て
上
下
水
道
部
と

な
り
ま
し
た
が
、
水
道
は

企
業
職
職
員
、
下
水
道
は

行
政
職
職
員
で
身
分
の
違

い
が
あ
り
、
今
回
の
移
行

に
よ
り
企
業
職
職
員
に
一

体
化
さ
れ
、
両
者
に
共
通

す
る
総
務
や
管
理
部
門
の

統
合
で
行
政
コ
ス
ト
の
削

減
が
可
能
に
な
る
と
説
明

し
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
主
義
強
化

料
金
大
幅
値
上
げ
も

下
水
道
事
業
の
企
業
会

計
方
式
に
よ
り
問
題
と
な

る
の
は
、
コ
ス
ト
主
義
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
下
水
道
の

使
用
料
の
算
定
に
お
い

て
、
国
等
の
補
助
金
分
を

償
却
資
産
か
ら
減
額
（
み

な
し
償
却
）
し
、
総
括
原

価
を
低
く
抑
え
て
き
ま
し

た
。

し
か
し
、
今
後
は
国
等

の
補
助
金
を
含
め
て
フ
ル

償
却
さ
れ
、
さ
ら
に
将
来

に
向
け
た
施
設
の
維
持
、

更
新
へ
の
対
応
の
た
め
の

「
健
全
な
運
営
確
保
費
用

（
事
業
報
酬
＝
内
部
留

保
）
」
も
料
金
算
入
さ
れ

る
な
ど
、
総
括
原
価
が
大

き
く
膨
ら
み
、
大
幅
な
使

用
料
値
上
げ
が
迫
ら
れ
ま

す
。

「
受
益
者
負
担
」
よ
り

も
「
公
共
政
策
」

企
業
会
計
に
よ
る
受
益

者
負
担
主
義
で
は
市
民
の

水
洗
化
率
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

下
水
道
は
本
来
、
環
境

浄
化
と
公
衆
衛
生
に
よ
り

社
会
全
体
が
受
益
を
受
け

る
公
共
政
策
が
原
点
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き

で
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月11日入札分

・市文化会館改築工事監理業務委託
妹島・新穂・石川共同体 80,000,000円（80,646,600円）

期間～29/8/31（落札率99.2％）
11月6日入札分

・市立朝日中学校改築外構電気設備工事
エヌエス電工(株) 4,000,000円（4,261,000円）工期～27/3/27（落札率93.
9％）
・平成26年度鶴岡市本庁舎消雪設備改修工事
三和メイテック(株) 15,600,000円（16,963,000円）

工期～27/3/10（落札率92.0％）

朝日庁舎入札結果（ ）内は予定価格
11月11日入札分

・道の駅｢月山｣電気自動車用急速充電設備整備工事（越中山地内）
不調

土木課入札結果（ ）内は予定価格
11月6日入札分

・市道青龍寺１号線北内橋架替工事（鶴岡市青龍寺地内
丸栄工務(有) 1,750,000円（2,200,000円）工期～27/3/13（落札率79.5％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月6日入札分

・市公共下水道事業 汚水湯野浜幹線改良工事（湯野浜一丁目地内）
(株)佐藤工務 14,980,000円（15,071,000円）工期～27/1/15（落札率99.4％）

10月23日落札決定保留分
・市公共下水道事業 汚水19Ｉ152－2号ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新設工事（谷定地
内）
森建設工業(株) 9,580,000円（13,186,000円）工期～27/1/30（落札率72.7％）

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
11月6日入札分

・高野沢１号線測量設計業務（越沢地内）
ブレンスタッフ(株) 1,430,000円（1,538,000円）

期間～27/3/25（落札率93.0％）
・下小田線測量設計業務（山五十川地内）
(株)東邦設計コンサル 2,800,000円（2,977,000円）

期間～27/3/25（落札率94.1％）
・木野俣線測量設計業務（木野俣地内）
(株)アサヒ技術 4,780,000円（5,077,000円）期間～27/3/25（落札率94.2％）

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
で
は
、
文
化
庁

補
助
事
業
「
平
成

年
度

27

伝
統
文
化
親
子
教
室
事

業
」
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
・
生
活
文
化

の
振
興
等
を
目
的
と
す
る

団
体
が
親
子
教
室
等
の
事

業
で
そ
の
活
動
を
お
こ
な

う
場
合
に
、
申
請
に
よ
り

万
円
を
上
限
と
し
た
補

50助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
度
の
実
績
で
は
、

26
全
国
で
約
４
０
０
０
件
の

事
業
採
択
の
う
ち
県
内
市

町
村
は

件
、
う
ち
鶴
岡

29

市
は
日
本
将
棋
連
盟
鶴
岡

支
部
の
「
鶴
岡
少
年
少
女

将
棋
教
室
」
（
補
助
額
44

万
１
千
円
）
の
１
件
の
み

で
補
助
事
業
の
活
用
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。

補
助
事
業
で
対
象
と
す

る
伝
統
文
化
・
生
活
文
化

は
、
様
々
な
分
野
が
考
え

ら
れ
、
ど
の
分
野
を
取
り

上
げ
る
か
は
、
申
請
団
体

で
決
め
て
い
た
だ
き
、
例

と
し
て
、
民
俗
芸
能
、
工

芸
技
術
、
邦
楽
、
日
本
舞

踊
、
茶
道
、
華
道
の
ほ
か
、

地
域
の
年
中
行
事
、
郷
土

食
等
も
対
象
と
な
る
と
の

こ
と
で
す
。

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
が
申
請
書
類
の

提
出
の
窓
口
に
な
っ
て
い

ま
す
。
（
電
話

・
４
８

57

６
８
）


